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は
じ
め
に

「
杜
子
春
」
と
キ
リ
ス
ト
教

荒
木
雪
葉

　
小
論
は
、
芥
川
龍
之
介
「
杜
順
奉
」
と
、
そ
の
原
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
唐
代

伝
奇
小
説
「
杜
子
春
伝
」
と
の
相
違
点
に
注
目
し
、
な
ぜ
相
違
点
が
生
ま
れ
た
の

か
に
つ
い
て
比
較
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
杜
子
春
」
の
真
の
主
題
を
探
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
便
宜
上
、
唐
代
伝
奇
小
説
「
杜
子
春
伝
」
を
「
杜
子
春
伝
」
、
芥
川

龍
之
介
の
作
品
を
「
杜
子
春
」
と
し
て
お
く
。

　
『
唐
津
伝
奇
』
一
に
よ
る
と
、
．
唐
桑
伝
奇
と
は
、
聖
代
に
記
録
さ
れ
た
神
仙
．

誰
謡
の
事
に
関
す
る
小
説
の
、
樋
代
の
人
々
に
よ
る
総
称
で
あ
る
。
玉
代
伝
奇
に

は
、
次
の
よ
う
な
類
型
が
見
ら
れ
る
二
。

　
①
神
癒
類
…
神
仙
道
釈
に
関
す
る
不
可
思
議
の
物
語

　
②
艶
情
類
…
い
わ
ゆ
る
恋
愛
小
説
。
才
子
佳
人
の
風
流
韻
事
を
叙
し
た
も
の

　
③
干
城
類
…
武
勇
伝
に
属
す
る
一
類
。
多
く
シ
ャ
ー
マ
ン
（
道
士
）
的
な
発
想

　
に
負
う
所
が
大
き
い

　
④
別
伝
類
…
史
外
逸
聞
を
記
し
た
も
の

　
こ
の
中
で
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
「
杜
子
器
伝
」
は
①
の
神
怪
類
に
属
す
る
。

　
ま
た
『
唐
衣
伝
奇
』
に
お
い
て
は
、
『
太
平
広
記
』
『
唐
書
』
芸
文
志
を
参
照
し

て
、
「
杜
子
春
伝
」
は
唐
代
の
李
復
言
が
撰
し
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
中
国
の
古

典
に
「
杜
子
正
伝
」
と
非
常
に
似
通
っ
た
物
語
も
存
在
す
る
と
い
う
説
、
ま
た
原

典
は
イ
ン
ド
に
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
作
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
追

求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
は
、
芥
川
が
目
に
し
た
と
思
わ
れ
る
、
『
太
平
広
記
』

所
収
の
「
杜
三
春
伝
」
に
よ
る
こ
と
に
す
る
。

｝
内
田
泉
之
助
、
乾
一
夫
／
著
、
明
治
書
院
、
昭
和
四
七
年

二
以
下
、
『
唐
代
伝
奇
』
（
内
田
泉
之
助
、
乾
一
夫
／
著
、
明
治
書
院
、

年
）
を
参
照
。

昭
和
四
七

　
数
々
の
研
究
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
芥
川
の
「
杜
子
春
」
と
異
な

る
部
分
は
、

　
　
※
（
唐
代
伝
奇
小
説
「
杜
子
春
伝
」
／
芥
川
「
杜
子
春
」
）

①
時
代
（
南
北
朝
の
周
（
北
周
）
か
ら
晴
三
／
唐
）

②
杜
子
春
の
居
る
場
所
（
不
明
／
三
代
の
洛
陽
。
初
版
で
は
長
安
）

③
銭
が
出
て
く
る
場
所
（
ペ
ル
シ
ア
人
屋
敷
／
影
の
映
っ
た
土
）

④
三
度
目
の
銭
を
貰
う
と
こ
ろ
（
受
け
取
っ
て
、
万
事
を
片
付
け
る
／
受
け
取
ら

な
い
）

⑤
何
の
た
め
に
老
人
に
つ
い
て
い
く
か
（
恩
に
報
い
る
た
め
／
自
分
が
仙
人
に
な

る
た
め
）

⑥
老
人
の
住
居
（
華
山
の
雲
峰
台
／
蛾
眉
山
）

⑦
責
め
苦
の
内
容
と
地
獄
の
責
め
苦
の
後
（
妻
を
苦
し
め
、
そ
の
後
閻
魔
の
前
に

行
く
。
女
性
と
し
て
転
生
／
妻
は
出
て
こ
ず
、
閻
魔
の
前
に
並
ぶ
。
両
親
の
姿
を

見
る
）

⑧
声
を
立
て
る
タ
イ
ミ
ン
グ
（
子
供
の
死
／
金
で
左
右
さ
れ
ず
、
息
子
を
思
う
母

の
心
）

⑨
老
人
の
評
（
子
春
は
仙
人
に
は
向
い
て
い
な
い
と
責
め
ら
れ
る
／
声
を
立
て
な

か
っ
た
ら
殺
そ
う
と
思
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
）

⑩
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
（
再
び
雲
峰
台
に
赴
く
が
、
何
も
無
く
、
失
意
の
う
ち
に
帰
る

／
老
人
に
、
泰
山
の
神
里
に
あ
る
桃
花
源
を
思
わ
せ
る
家
を
貰
う
）

　
こ
の
う
ち
、
多
く
関
心
の
集
ま
る
の
は
、
⑨
と
⑩
で
あ
ろ
う
。
「
杜
子
春
伝
」
で

は
仙
人
の
道
は
得
難
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
「
杜
子

春
」
で
は
、
子
春
が
仙
人
に
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
自
体
が
間
違
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
や
は
り
人
間
ら
し
い
生
活
を
送
る
の
が
よ
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
し
て
論
議
の
的
と
な
る
の
が
、
⑧
で
あ
る
。
「
杜
子
春
伝
」
で
は
転
生
し
て
産
ん

だ
子
供
の
死
に
、
思
わ
ず
「
あ
っ
」
と
い
う
声
を
立
て
た
の
に
対
し
、
「
杜
三
春
」

で
は
、
は
じ
め
は
母
の
姿
を
見
て
も
声
を
立
て
な
か
っ
た
が
、
金
銭
な
ど
で
左
右

三
　
『
蜘
蛛
の
糸
』
「
「
杜
子
忌
」
論
考
」
で
は
、
「
周
前
之
問
」

え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
時
代
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。

を
場
所
と
し
て
捉
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さ
れ
ず
に
息
子
を
思
い
遣
る
母
親
の
心
情
を
感
じ
た
と
き
、
は
ら
は
ら
と
涙
を
落

と
し
な
が
ら
「
お
母
さ
ん
」
と
声
を
立
て
た
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
「
杜
子
奉
」
が
児
童
文
学
作
品
と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
が
第
一
要
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
数
々
の
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
芥
川

の
生
後
約
八
ヶ
月
に
し
て
心
を
病
み
、
芥
川
が
数
え
十
一
歳
半
時
に
亡
く
な
っ
た

実
母
と
関
係
が
あ
る
と
見
る
の
が
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
な
ぜ
、
芥
川
は
「
杜
子
春
」
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
上
記
の
よ
う
な
改

変
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
芥
川
の
思
惟
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
ま
ず
「
杜
子
虫
伝
」
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
、
芥
川
の
「
杜
子
春
」
が
原
作
と
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
か
を
際
立
た

せ
、
そ
の
上
で
芥
川
の
「
杜
子
春
」
執
筆
の
背
景
を
考
察
す
る
。

第
一
章

「
杜
子
春
伝
」
に
お
け
る
修
行
と
感
情

　
前
述
の
よ
う
に
、
「
杜
子
馬
伝
」
は
仙
人
の
道
を
得
る
こ
と
の
難
し
さ
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
章
で
は
、
ま
ず
「
杜
子
童
伝
」
の
思
想
的
背
景
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
芥
川
の
「
杜
子
春
」
に
つ
い
て
の
考
察
の
基
礎
と
す
る
。

な
お
テ
ク
ス
ト
は
、
小
川
環
樹
／
訳
注
『
老
子
』
（
中
公
文
庫
、
昭
和
四
人
／
五
六

年
）
、
金
谷
治
／
訳
注
『
荘
子
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
を
用
い
る
。

一
　
『
老
子
』
に
お
け
る
感
情

　
前
述
の
よ
う
に
、
「
杜
子
春
伝
」
は
仙
人
の
道
を
得
る
こ
と
の
難
し
さ
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
⑧
⑨
と
最
も
関
わ
り
の
深
い
、
仙
人
に
な
る
た
め
の

修
行
と
感
情
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
『
老
子
』
『
荘
子
』
を
も
と
に
し
て
考
察
を

進
め
る
。

　
道
家
思
想
の
根
本
を
な
す
も
の
が
『
老
子
』
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
『
老
子
』

に
お
け
る
理
想
的
人
物
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
天
地
不
仁
。
以
萬
物
爲
鯛
狗
。
聖
人
不
仁
。
以
百
姓
爲
鋼
狗
。
天
地
之
間
、

　
　
其
名
案
総
覧
。
虚
而
不
屈
、
動
而
愈
出
。
多
言
敷
窮
。
不
如
守
中
。
（
『
老
子
』

　
　
上
篇
第
五
章
）

　
　
《
天
と
地
に
は
仁
み
は
な
い
。
（
そ
れ
ら
に
あ
っ
て
は
）
万
物
は
、
わ
ら
で
つ

　
　
く
っ
た
狗
の
よ
う
な
も
の
だ
。
聖
人
に
も
仁
み
は
な
い
。
（
か
れ
に
と
っ
て
は
）

　
　
人
民
ど
も
は
、
わ
ら
で
つ
く
っ
た
狗
の
よ
う
な
も
の
だ
。
（
だ
が
）
天
と
地
の

　
　
中
間
は
、
ち
ょ
う
ど
索
箭
の
よ
う
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
内
部
は
虚
で

　
　
あ
る
が
、
（
力
が
）
尽
き
は
て
る
こ
と
は
な
く
、
動
か
せ
ば
動
か
す
ほ
ど
（
力

　
　
が
）
多
く
出
て
く
る
。
（
い
っ
ぽ
う
）
口
数
が
多
け
れ
ば
、
し
ば
し
ば
（
こ
と

　
　
ば
の
威
力
は
）
使
い
果
た
さ
れ
る
。
（
心
の
）
な
か
に
じ
っ
と
保
っ
て
お
く
に

　
　
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
》

　
儒
教
の
聖
人
を
考
え
る
時
、
聖
人
は
不
仁
で
あ
る
と
い
う
言
葉
に
違
和
感
を
覚

え
る
が
、
『
老
子
』
に
お
け
る
聖
人
と
は
道
を
体
得
し
た
人
、
つ
ま
り
天
地
と
同
等

の
存
在
で
あ
る
。
だ
か
ら
天
地
に
7
慈
し
み
が
な
い
と
同
様
に
、
聖
人
に
も
慈
し
み

は
な
い
。
し
か
し
、
天
地
は
ふ
い
ご
の
よ
う
に
空
洞
だ
け
れ
ど
も
π
刀
が
尽
き
る
こ

と
は
な
く
、
動
か
せ
ば
動
か
す
ほ
ど
力
が
出
て
く
る
。
し
か
し
空
洞
で
な
く
、
言

葉
の
よ
う
な
形
で
外
に
示
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
よ
う
な
強
さ
は
次
第
に
使
い
果

た
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
慈
し
み
と
い
う
余
分
な
も
の
が
な
く
、
カ
を
外
に

示
さ
な
い
か
ら
こ
そ
、
聖
人
は
力
を
保
っ
て
お
け
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
聖
人
の
心
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
聖
人
無
常
心
、
以
百
姓
心
淫
心
。
善
者
吾
善
之
、
不
善
者
吾
亦
善
之
。
得
善
。

　
　
信
者
吾
信
之
、
不
信
者
吾
亦
信
之
。
得
信
。
聖
人
在
天
下
、
獄
激
聖
天
下
渾

　
　
其
心
。
百
姓
管
注
其
耳
目
。
聖
人
皆
核
　
之
。
　
（
『
老
子
』
下
篇
第
四
十
九
章
）

　
　
《
聖
人
に
は
定
ま
っ
た
心
は
な
い
。
人
民
の
心
を
そ
の
心
と
す
る
。
「
善
で
あ

　
　
る
も
の
を
私
（
聖
人
）
は
善
し
と
す
る
が
、
善
で
な
い
も
の
も
私
は
や
は
り

　
　
善
し
と
す
る
。
（
こ
う
し
て
）
善
が
得
ら
れ
る
。
信
義
の
あ
る
も
の
を
私
は
信

　
　
ず
る
が
、
信
義
の
な
い
も
の
も
私
は
や
は
り
信
ず
る
。
（
こ
う
し
て
）
信
が
得

　
　
ら
れ
る
」
。
聖
人
が
天
下
に
対
す
る
や
り
方
は
何
も
か
も
｝
つ
に
集
め
る
の
で

　
　
あ
っ
て
、
天
下
の
た
め
に
は
、
か
れ
の
心
を
見
分
け
に
く
く
す
る
。
人
民
だ

　
　
れ
も
が
（
か
れ
に
）
耳
と
目
を
そ
そ
ぐ
。
聖
人
は
か
れ
ら
を
赤
子
の
よ
う
に

　
　
扱
う
。
》

　
「
虚
而
不
屈
、
動
而
愈
出
」
と
前
述
の
文
章
で
言
及
さ
れ
た
天
と
地
の
よ
う
に
、
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聖
人
は
定
ま
っ
た
心
が
な
い
。
心
が
己
の
も
の
で
な
い
か
ら
こ
そ
、
人
民
の
心
を

そ
の
心
と
す
る
、
つ
ま
り
人
々
の
思
う
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
「
善
一
調
善
之
、
不
善
者
吾
亦
善
之
。
得
善
。
信
者
吾
信
之
、
不

信
者
吾
亦
信
之
。
得
信
。
」
と
い
う
の
は
、
善
・
不
善
、
信
・
不
信
と
い
う
垣
根
を

取
り
去
っ
た
全
て
を
受
け
入
れ
て
こ
そ
、
本
当
の
善
や
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
聖
人
を
、
『
老
子
』
で
は
生
命
力
が
最
高
で
あ
り
、
和
の
気
が
最
高

で
あ
る
赤
ん
坊
に
例
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
　
含
徳
之
厚
、
比
於
赤
子
。
垂
幕
旭
蛇
不
螢
、
猛
獣
不
櫨
、
春
鳥
不
搏
。
骨
弱

　
　
筋
柔
而
握
固
。
未
知
牝
牡
之
合
而
全
作
、
精
之
至
也
。
終
日
號
而
不
榎
、
和

　
　
之
至
也
。
知
和
日
常
。
知
常
日
明
。
益
生
日
戸
。
心
使
七
日
強
。
門
鑑
則
老
。

　
　
藁
菰
不
道
。
不
道
早
巳
。
（
『
老
子
』
下
篇
五
十
五
章
）

　
　
《
「
徳
」
を
豊
か
に
も
つ
人
は
、
（
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
）
赤
子
に
比
べ
ら
れ

　
　
る
。
蜂
や
ま
む
し
も
食
い
つ
く
こ
と
は
な
く
、
猛
獣
も
つ
か
み
か
か
る
こ
と

　
　
は
な
く
、
猛
禽
も
と
び
つ
く
こ
と
は
な
い
。
骨
は
弱
く
筋
肉
は
柔
ら
か
だ
が
、

　
　
し
っ
か
り
握
り
し
め
る
。
男
女
の
交
合
を
ま
だ
知
ら
な
い
の
に
、
（
体
は
）
完

　
　
全
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
精
（
生
命
力
）
が
最
高
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
日
中

　
　
泣
き
叫
ん
で
も
声
は
か
れ
な
い
。
和
（
の
気
）
が
最
高
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ

　
　
の
和
（
の
気
）
を
知
る
こ
と
が
「
永
久
で
あ
る
．
も
の
」
（
と
の
一
致
）
と
よ
ば

　
　
れ
、
「
永
久
で
あ
る
も
の
」
を
知
る
こ
と
が
「
明
察
」
と
よ
ば
れ
る
。
生
命
に

　
　
何
か
を
つ
け
加
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
「
不
吉
」
と
よ
ば
れ
る
。
心
が
息
を

　
　
激
し
く
つ
か
う
の
を
「
強
」
（
粗
暴
）
と
よ
ぶ
。
活
気
に
あ
ふ
れ
た
も
の
（
生

　
　
物
）
に
は
、
そ
の
衰
え
の
と
き
が
あ
る
。
こ
れ
（
粗
暴
）
が
「
道
」
に
反
す

　
　
る
こ
と
と
よ
ば
れ
る
。
「
道
」
に
反
す
る
こ
と
は
、
す
ぐ
に
終
わ
っ
て
し
ま

　
　
う
。
》

　
赤
ん
坊
は
ま
だ
善
悪
、
美
醜
な
ど
の
区
別
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
徳
」

が
具
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
説
か
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
特
徴
を
備
え
た
聖
人
に
な
る
心
構
え
を
示
し
た
の
が

次
の
文
章
で
あ
る
。

　
　
知
其
雄
、
守
其
雌
、
爲
天
下
難
。
爲
天
下
難
、
常
徳
不
離
、
復
蹄
於
嬰
見
。

　
　
知
其
白
、
守
其
黒
、
爲
天
下
式
。
爲
天
下
式
、
常
徳
不
浄
、
復
二
業
無
極
。

　
　
知
其
榮
、
守
其
辱
、
豪
語
下
谷
。
爲
天
下
谷
、
常
徳
乃
足
、
復
即
実
撲
。
撲

　
　
散
慢
語
器
。
聖
人
燈
用
、
則
爲
官
長
。
故
大
制
不
割
。
（
『
老
子
』
上
篇
第
二

　
　
十
八
章
）

　
　
《
雄
さ
（
の
カ
）
を
知
り
つ
つ
、
雌
さ
（
の
ま
ま
）
に
と
ど
ま
る
も
の
は
、

　
　
天
下
の
（
何
も
の
を
も
受
け
入
れ
る
）
難
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。
天
下
の

　
　
難
で
あ
れ
ば
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
徳
」
は
（
そ
の
人
を
）
離
れ
る
こ
と

　
　
が
な
い
。
そ
し
て
嬰
児
（
の
状
態
）
に
も
う
一
度
か
え
れ
る
で
あ
ろ
う
。
白

　
　
（
の
輝
か
し
さ
）
を
知
り
つ
つ
、
黒
（
の
知
ら
れ
な
い
ま
ま
）
に
と
ど
ま
る

　
　
も
の
は
、
天
下
（
の
す
べ
て
の
も
の
）
の
模
範
と
な
る
。
天
下
の
模
範
で
あ

　
　
れ
憾
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
徳
」
は
何
の
間
違
い
も
起
こ
さ
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
（
そ
の
人
は
）
「
極
み
無
き
も
の
」
に
も
う
一
度
帰
れ
る
で
あ
ろ
う
。
栄
誉
（
の

　
　
と
う
と
さ
）
を
知
り
つ
つ
、
汚
辱
に
と
ど
ま
る
も
の
は
、
天
下
の
谷
の
よ
う

　
　
な
も
の
と
な
る
。
天
下
の
谷
で
あ
れ
ば
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
徳
」
は
満

　
　
ち
足
り
て
、
（
そ
の
人
は
）
ま
だ
削
ら
れ
る
前
の
撲
（
の
状
態
）
に
も
う
一
度

　
　
帰
れ
る
で
あ
ろ
う
。
僕
が
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
る
と
、
（
さ
ま
ざ
ま
の
）
器
と
な

　
　
る
。
聖
人
が
そ
れ
ら
を
使
っ
て
、
官
吏
た
ち
の
長
と
す
る
。
ま
こ
と
に
「
偉

　
　
大
な
造
り
手
は
（
肉
を
）
そ
こ
な
う
こ
と
は
し
な
い
の
だ
」
。
》

　
雄
の
力
に
よ
っ
て
社
会
の
秩
序
を
整
え
よ
う
と
す
る
の
が
儒
教
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
対
し
て
『
老
子
』
は
あ
え
て
雌
の
柔
軟
さ
に
よ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
善
悪
を
知
る
前
の
赤
ん
坊
そ
の
も
の
に
戻
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
物
事
の
善
悪
や
白
黒
、
栄
誉

と
汚
辱
の
区
別
を
知
っ
た
上
で
、
な
お
か
つ
全
て
を
も
う
一
度
総
合
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
が
『
老
子
』
の
主
張
な
の
で
あ
る
。

　
感
情
の
問
題
に
還
元
し
て
考
察
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
様
々
な
感
情
は

物
事
の
区
別
を
知
っ
て
い
る
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
美
醜
を
知
っ
て
い
る

か
ら
美
を
愛
し
醜
を
憎
む
心
が
生
ま
れ
、
善
悪
を
知
っ
て
い
る
か
ら
善
を
尊
び
悪

を
憎
む
心
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
感
情
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、

全
て
を
受
け
入
れ
た
上
で
も
う
一
度
物
事
を
見
て
み
る
と
、
本
当
の
美
醜
や
善
悪

が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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二
　
『
荘
子
』
に
お
け
る
感
情

　
次
は
、
『
荘
子
』
を
．
も
と
に
考
察
す
る
。
理
想
的
な
人
物
像
に
つ
い
て
、
『
荘
子
』

で
は
『
老
子
』
よ
り
も
さ
ら
に
具
体
的
に
、
分
か
り
や
す
く
説
か
れ
て
い
る
。
ま

ず
初
め
は
、
最
高
の
境
地
に
達
し
た
人
物
四
の
心
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。

　
　
至
人
之
用
心
垂
球
。
不
将
不
迎
、
応
而
不
蔵
。
故
能
勝
物
而
不
傷
。
ハ
『
荘
子
如

　
　
応
帝
王
篇
）

　
　
《
至
人
（
最
高
の
人
）
の
心
の
は
た
ら
き
は
鏡
の
よ
う
で
あ
る
。
去
る
も
の

　
　
は
去
ら
せ
来
る
も
の
は
来
さ
せ
、
あ
い
て
し
だ
い
に
応
待
し
て
心
に
と
め
る

　
　
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
事
物
に
対
応
し
て
わ
が
身
を
傷
つ
け
な
い
で
お

　
　
れ
る
の
だ
。
》

　
至
人
、
つ
ま
り
最
高
の
境
地
を
体
得
し
た
人
の
心
の
働
き
は
、
外
物
か
ら
の
刺

激
に
対
し
て
、
来
る
も
の
は
拒
ま
ず
、
去
る
も
の
は
追
わ
な
い
と
い
う
態
度
を
取

る
。
そ
し
て
反
応
し
て
も
、
去
っ
た
後
ま
で
引
一
き
ず
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
、

い
か
に
外
物
が
悪
意
を
も
っ
て
入
っ
て
き
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
境
地
に
到
達
す
る
に
は
、
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

『
荘
子
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
「
心
斎
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
　
伸
尼
日
、
若
一
跡
志
。
無
聴
之
以
耳
、
而
聴
之
以
心
。
無
聴
之
以
心
、
而
聴

　
　
之
以
気
。
聴
止
於
耳
、
心
止
翼
翼
。
気
也
者
虚
而
器
物
愚
智
。
二
道
集
虚
。

　
　
虚
者
心
斎
也
。
（
『
荘
子
』
人
間
世
篇
）

　
　
《
仲
尼
は
言
っ
た
。
『
お
前
は
お
前
の
心
の
働
き
を
統
一
す
る
が
よ
い
。
耳
で

　
　
聞
か
な
い
で
心
に
よ
っ
て
聞
く
よ
う
に
し
、
心
で
聞
か
な
い
で
気
に
よ
っ
て

　
　
聞
く
よ
う
に
せ
よ
。
耳
は
音
を
聞
く
だ
け
で
あ
る
し
、
心
は
外
か
ら
来
た
も

　
　
の
に
合
わ
せ
〔
て
認
識
す
〕
る
だ
け
だ
が
、
気
と
い
う
も
の
は
空
虚
で
い
て

　
　
ど
ん
な
も
の
で
も
受
け
い
れ
る
も
の
だ
。
そ
し
て
真
実
の
道
は
た
だ
こ
の
空

　
　
虚
の
状
態
に
だ
け
定
着
す
る
。
こ
の
空
虚
の
状
態
に
な
る
こ
と
こ
そ
心
斎
な

－
四
　
『
荘
子
』
で
は
最
高
の
境
地
に
達
し
た
人
物
は
聖
人
、

ど
と
称
さ
れ
て
い
る
。

至
人
、
神
人
、
真
人
な

　
　
の
だ
。
」
》

　
こ
の
文
章
で
は
、
「
無
聴
上
飯
田
、
而
聴
之
以
心
。
無
芝
之
以
心
、
而
聴
之
健
気
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
表
面
的
な
知
覚
の
み
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
超
え

て
、
気
で
物
事
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
心

止
紅
塵
、
心
止
於
符
。
」
つ
ま
り
耳
で
認
識
す
る
場
合
に
は
耳
で
の
知
覚
に
と
ど
ま

り
、
心
で
の
認
識
は
記
憶
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
気
と
い
う
も
の

は
、
「
気
三
者
虚
而
急
物
富
盛
。
」
つ
ま
り
空
虚
で
あ
り
、
自
分
か
ら
動
く
の
で
は

な
く
、
外
物
が
や
っ
て
く
る
の
を
待
つ
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
境
地

に
な
る
こ
と
が
、
『
心
斎
」
で
あ
る
。

　
次
も
、
顔
回
と
孔
子
と
の
会
話
で
あ
る
。
孔
子
は
、
親
の
喪
礼
の
際
に
悲
し
い

様
子
を
見
せ
な
か
っ
た
孟
孫
氏
が
、
憂
国
で
評
判
に
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
顔
回

の
疑
問
を
解
く
の
に
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
用
い
て
い
る
。

　
　
孟
孫
氏
、
不
知
所
以
生
、
不
知
所
以
死
、
不
知
妻
子
、
不
却
就
後
。
若
化
爲

　
　
物
、
以
待
其
所
不
知
之
化
已
乎
。
且
方
将
化
、
悪
知
不
愚
輩
、
方
将
不
化
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
悪
知
已
化
哉
。
…
（
中
略
）
…
且
也
相
興
吾
之
耳
突
。
庸
謹
知
吾
所
謂
吾
之
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
乎
。
且
汝
夢
占
鳥
而
属
乎
天
、
較
量
魚
而
没
於
淵
。
不
識
、
今
之
言
者
其
覚
帰

　
　
者
乎
、
其
夢
者
乎
。
造
適
不
及
笑
。
献
笑
不
差
上
。
安
排
而
去
化
、
実
入
於

　
　
蓼
天
一
。
（
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
）

　
　
《
「
孟
華
氏
は
、
な
ぜ
生
き
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
死
ん
で
い
く
の
か
な
ど
と
、

　
　
思
い
わ
ず
ら
う
こ
と
が
な
く
、
生
死
の
後
先
を
考
え
て
そ
の
ど
ち
ら
が
よ
い

　
　
な
ど
と
考
え
る
こ
と
も
な
い
。
自
然
の
変
化
に
従
っ
て
あ
る
が
ま
ま
の
も
の

　
　
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
自
分
の
う
え
に
さ
ら
に
や
っ
て
く
る

　
　
は
か
り
知
れ
な
い
自
然
の
変
化
を
待
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
い
っ
た
い
、
変
化

　
　
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
変
化
し
な
い
前
の
こ
と
が
ど
う
し
て
わ
か
ろ
う

　
　
か
。
ま
た
変
化
し
な
い
で
い
る
と
き
に
は
、
変
化
し
て
か
ら
後
の
こ
ど
が
ど

　
　
う
し
て
わ
か
ろ
う
か
。
…
（
中
略
〉
…
〔
人
間
は
〕
し
ば
ら
く
の
間
、
お
た

　
　
が
い
に
自
分
を
誤
れ
と
し
て
立
て
て
い
る
だ
け
だ
。
〔
し
か
し
、
）
自
分
の
い

　
　
う
そ
の
我
れ
を
立
て
る
と
い
う
も
の
が
、
〔
確
実
な
存
在
と
し
て
〕
あ
る
の
か
、

　
　
な
い
の
か
。
そ
れ
に
、
お
前
は
夢
の
中
で
鳥
と
な
っ
て
空
を
飛
ん
だ
り
、
夢

　
　
の
中
で
魚
と
な
っ
て
淵
に
も
ぐ
っ
た
り
す
る
だ
ろ
う
。
〔
し
て
み
る
と
、
〕
今



　
　
こ
こ
で
話
を
し
て
い
る
こ
と
も
、
目
覚
め
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
夢
を
見

　
　
て
い
る
の
か
、
ど
ち
ら
と
も
わ
か
ら
な
い
。
〔
分
別
を
立
て
て
、
］
欠
点
を
あ

　
　
ば
き
た
て
る
の
は
笑
っ
て
〔
包
容
し
て
〕
い
る
の
に
及
ば
ず
、
笑
い
を
楽
し

　
　
ん
で
い
る
の
は
も
の
ご
と
の
推
移
の
ま
ま
に
ま
か
せ
て
い
る
の
に
は
及
ば
な

　
　
い
。
推
移
の
ま
ま
に
安
ん
じ
て
変
化
の
こ
と
を
忘
れ
去
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
、

　
　
そ
こ
で
静
か
な
天
一
（
一
す
な
わ
ち
自
然
の
絶
対
）
の
立
場
に
入
る
の

　
　
だ
。
」
》

　
親
の
喪
礼
に
際
し
て
嘆
き
悲
し
む
の
で
は
な
く
、
生
死
さ
え
も
分
か
つ
よ
う
な

知
を
手
に
入
れ
た
者
が
、
孟
孫
氏
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
。
だ
い
た
い
、
生
死
の
別

と
い
う
も
の
さ
え
曖
昧
な
の
で
あ
る
。
夢
で
鳥
と
な
っ
て
空
高
く
飛
び
、
魚
と
な

っ
て
淵
に
潜
る
と
き
、
そ
れ
が
夢
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。
そ
れ
と
同
様

に
、
今
こ
こ
で
話
を
し
て
い
る
自
分
と
い
う
も
の
も
、
果
た
し
て
夢
な
の
か
現
実

な
の
か
、
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
こ
の
部
分
は
、
同
じ
『
荘
子
』
に
あ
る

「
胡
蝶
の
夢
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
説
法
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
夢
現
の
区
別
も
は
っ
き
り
し
な
け
れ
ば
、
生
死
の
区
別
も
は
っ
き

り
し
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
相
手
の
言
動
に
対
し
て
目
く
じ
ら
を
た
て
て
非
難
す

る
よ
り
は
、
笑
っ
て
「
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
」
と
包
み
込
む
ほ
う
が
よ
く
、

そ
れ
よ
り
は
全
て
の
物
事
を
自
然
の
ま
ま
に
任
せ
る
ほ
う
が
も
っ
と
よ
い
。
自
然

の
ま
ま
に
任
せ
て
、
生
と
死
、
夢
と
現
実
、
そ
の
よ
う
な
変
化
の
こ
と
を
忘
れ
去

っ
て
し
ま
え
ば
、
静
か
な
絶
対
の
境
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
仲
尼
は
説
い

て
い
る
の
だ
。

　
三
つ
目
は
、
「
坐
忘
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
も
仲
尼
と
顔
回
の
会
話
と
い

う
設
定
で
『
荘
子
』
に
登
場
す
る
。

　
　
顔
翌
日
、
堕
灘
酒
、
馳
聡
明
、
扁
形
、
去
知
、
同
於
大
通
。
此
謂
品
書
。
（
『
荘

　
　
子
』
大
宗
師
篇
）

　
　
《
顔
回
は
答
え
た
、
「
手
足
や
体
の
存
在
を
う
ち
忘
れ
、
耳
や
目
の
働
き
を
打

　
　
ち
消
し
、
こ
の
肉
体
か
ら
離
れ
心
の
知
を
追
い
や
っ
て
、
あ
の
大
き
く
ゆ
き

　
　
わ
た
る
〔
自
然
の
〕
働
き
と
一
つ
に
な
る
、
そ
れ
が
坐
忘
と
い
う
こ
と
で
す
。
」
》

　
自
分
に
拘
ら
ず
、
自
分
と
い
う
枠
を
脱
し
て
自
然
と
一
体
と
な
る
こ
と
、
そ
れ

が
「
章
章
」
の
境
地
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
『
荘
子
』
で
は
、
最
高
の
境
地
に
達
し
た
人
物
と
は
ど
の
よ
う
な
人

物
な
の
か
を
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　
曇
天
之
所
爲
、
知
人
之
爲
所
者
、
至
　
。
知
天
之
所
三
者
、
天
而
生
也
。
知

　
　
人
隠
所
曲
者
、
以
其
知
之
所
知
、
油
鼠
其
知
之
所
不
知
。
終
其
天
年
、
而
不

　
　
中
道
天
者
、
是
知
之
盛
也
。
錐
然
有
患
。
夫
知
有
所
待
而
狂
乱
、
其
所
待
者
、

　
　
特
未
定
也
。
庸
誕
知
解
所
謂
天
之
非
人
乎
。
且
有
真
人
、
而
後
影
真
知
。
（
『
荘

　
　
子
』
大
宗
師
篇
）

　
　
《
自
然
の
営
み
を
認
識
し
、
人
間
の
営
み
を
認
識
し
た
も
の
は
、
〔
人
知
の
〕

　
　
最
高
で
あ
る
。
自
然
の
営
み
を
認
識
す
る
も
の
は
、
自
然
の
ま
ま
に
し
て
生

　
　
き
て
い
く
し
、
人
間
の
営
み
を
認
識
す
る
も
の
は
、
自
分
の
知
能
で
認
識
し

　
　
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
知
能
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
育
て
て
い
く
。

　
　
〔
こ
の
よ
う
に
し
て
〕
そ
の
天
寿
を
全
う
し
て
途
中
で
若
死
に
を
し
な
い
の

　
　
が
、
そ
れ
が
人
知
の
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
沸
こ
こ
に
は
な
お

　
　
欠
点
が
あ
る
。
い
っ
た
い
認
識
は
、
そ
の
標
準
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
確
か
な

　
　
も
の
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
標
準
が
そ
も
そ
も
確
定
し
な
い
の
だ
。
〔
わ
た

　
　
し
は
、
自
然
と
人
間
と
を
分
け
て
述
べ
て
き
た
が
、
〕
わ
た
し
の
い
う
自
然
が

　
　
あ
る
い
は
人
間
の
こ
と
で
は
な
い
の
か
、
わ
た
し
の
い
う
人
間
が
あ
る
い
は

　
　
自
然
で
は
な
い
の
か
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
真
人
が

　
　
い
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
真
実
の
認
識
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
》

　
　
　
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
認
識
の
危
さ
に

　
　
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
自
然
の
営
み
や
人
間
の
営
み
を
認
識
す
る
者
は
人
知

　
　
の
最
高
で
あ
る
が
、
そ
の
認
識
で
さ
え
曖
昧
な
も
の
な
の
だ
。
そ
こ
で
、
真

　
　
人
の
存
在
と
真
実
の
認
識
が
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
何
謂
真
人
、
古
之
真
人
不
逆
寡
、
不
雄
成
、
隠
蟹
士
。
若
然
者
、
過
書
弗
悔
、

　
　
當
而
不
自
得
也
。
若
然
者
、
登
高
不
懐
、
入
水
不
濡
、
葦
火
不
熱
。
是
知
之

　
　
能
登
假
於
道
也
若
此
。
古
之
真
人
、
立
込
不
夢
、
才
覚
野
離
、
其
食
不
甘
、

　
　
其
息
深
深
。
真
人
之
息
急
踵
、
衆
人
之
息
以
喉
。
屈
服
者
、
其
二
言
若
畦
。

　
　
其
者
欲
深
者
、
其
天
機
浅
。
（
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
）

　
　
　
《
そ
れ
で
は
、
真
人
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
む
か
し
の
真
人
は
逆

　
　
境
の
と
き
で
も
む
り
に
逆
ら
わ
ず
、
栄
達
の
と
き
で
も
か
く
べ
つ
勇
み
た
た

一　28　一



　
　
ず
、
万
事
〔
を
あ
る
が
ま
ま
に
ま
か
せ
て
〕
思
慮
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
な
か

　
　
つ
た
。
こ
う
し
た
・
境
地
の
人
は
、
た
と
え
過
失
が
あ
っ
て
も
く
よ
く
よ
と
後

　
　
平
せ
ず
、
う
ま
く
い
っ
て
も
自
分
で
う
ぬ
ぼ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
う
し
た

　
　
境
地
の
人
は
、
ま
た
高
い
処
へ
登
っ
て
も
び
く
び
く
せ
ず
、
水
の
中
に
入
っ

　
　
て
も
濡
れ
る
こ
と
が
な
く
、
火
の
中
に
入
っ
て
も
熱
く
は
な
い
。
こ
れ
は
、

　
　
そ
の
認
識
が
〔
世
俗
を
超
え
て
〕
自
然
の
道
理
に
ま
で
は
る
か
に
登
り
つ
め

　
　
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
そ
う
な
の
だ
。
む
か
し
の
真
人
は
、
〔
雑
念
が

　
　
な
い
か
ら
〕
そ
の
眠
っ
て
い
る
と
き
に
夢
を
見
ず
、
目
覚
め
て
い
る
と
き
に

　
　
心
配
ご
と
が
な
く
、
も
の
を
食
べ
て
も
う
ま
い
も
の
に
ひ
か
れ
る
こ
と
が
な

　
　
く
、
そ
の
呼
吸
は
深
く
て
安
ら
か
で
あ
っ
た
。
真
人
の
呼
吸
は
深
深
と
か
か

　
　
と
か
ら
す
る
の
だ
が
、
凡
人
の
呼
吸
は
の
ど
も
と
で
し
て
い
る
。
外
界
に
屈

　
　
服
し
た
者
は
、
む
せ
ぶ
よ
う
な
話
し
方
を
し
て
、
ま
る
で
も
の
を
吐
き
出
す

　
　
か
の
よ
う
で
あ
り
、
欲
望
の
深
い
者
は
、
そ
の
自
然
本
来
の
心
の
発
動
が
に

　
　
ぶ
っ
て
い
る
。
》

　
真
人
と
い
う
の
は
、
自
然
の
営
み
や
人
間
の
営
み
を
認
識
す
る
こ
と
を
超
え
て
、

自
然
の
道
理
を
認
識
し
た
者
の
こ
と
で
あ
る
。
高
い
場
所
を
恐
れ
、
水
に
入
れ
ば

濡
れ
、
火
に
入
れ
ば
熱
い
と
い
う
の
は
、
人
間
が
そ
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
も
の
ご
と
の
区
別
は
曖
昧
で
、
ど
れ
が
真
実

で
ど
れ
が
そ
う
で
な
い
の
か
、
は
っ
き
り
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
真
人
は

自
然
の
道
理
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
曖
昧
な
現
象
に
つ
い
て
、
人
問
レ
ベ

ル
の
感
情
に
，
動
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
感
情
に
動
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
真
人
は
、
生
死
さ
え
も
喜
び
、

憎
む
こ
と
が
な
い
。

　
　
古
之
真
人
、
不
知
説
生
、
不
知
悪
死
。
其
出
不
訴
、
其
入
不
距
、
修
然
而
往
、

　
　
修
然
而
来
而
已
夷
。
不
志
其
所
始
、
不
求
其
所
終
、
陵
戸
喜
之
、
忘
而
復
之
。

　
　
是
之
謂
不
言
心
揖
道
、
不
以
人
助
天
。
是
之
謂
真
人
。
已
然
者
、
其
心
忘
、

　
　
其
容
寂
、
其
鞍
壷
、
凄
然
似
秋
、
媛
然
似
春
、
喜
怒
通
四
時
。
與
物
有
宜
、

　
　
而
莫
知
己
極
。
（
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
）

　
　
《
む
か
し
の
真
人
は
、
生
を
悦
ぶ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
し
、
死
を
憎
む

　
　
と
い
う
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
と
い
っ
て
嬉
し
が
る

　
　
わ
け
で
も
な
く
、
死
ん
で
い
く
か
ら
と
い
っ
て
厭
（
い
や
）
が
る
わ
け
で
も

　
　
な
い
。
悠
然
と
し
て
去
り
、
悠
然
と
し
て
来
る
だ
け
で
あ
る
。
〔
ど
う
し
て
生

　
　
ま
れ
て
き
た
の
か
〕
そ
の
始
ま
り
を
知
ら
ず
、
〔
死
ん
で
ど
う
な
る
か
〕
そ
の

　
　
終
わ
り
を
知
ろ
う
と
も
し
な
い
。
生
命
を
受
け
て
は
そ
れ
を
楽
し
み
、
万
事

　
　
を
忘
れ
て
そ
れ
を
も
と
に
返
上
す
る
。
こ
う
い
う
境
地
を
、
「
心
の
分
別
で
自

　
　
然
の
道
理
を
ゆ
が
め
る
こ
と
を
せ
ず
、
人
の
さ
か
し
ら
で
自
然
の
働
き
を
助

　
　
長
ず
る
こ
と
を
し
な
い
も
の
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
境
地
に
あ
る

　
　
者
を
真
人
と
い
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
人
は
、
そ
の
心
は
万
事
を
忘
れ
、
そ

　
　
の
姿
は
静
寂
そ
の
も
の
で
、
そ
の
額
は
ゆ
た
か
に
大
き
い
。
ひ
き
し
ま
っ
た

　
　
清
清
し
さ
は
秋
の
よ
う
で
あ
り
、
温
か
な
や
さ
し
さ
は
春
の
よ
う
で
あ
っ
て
、

　
　
感
情
の
動
き
は
四
季
の
移
り
行
き
の
よ
う
〔
に
自
然
〕
で
あ
る
。
外
界
の
事

　
　
物
の
動
き
に
つ
れ
て
適
切
に
応
じ
、
そ
れ
が
い
つ
ま
で
も
果
て
し
な
く
つ
づ

　
　
い
て
ゆ
く
の
だ
。
》

　
生
死
は
、
自
然
の
道
理
で
あ
る
。
だ
か
ら
生
ま
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
格
別
に
悦

ん
だ
り
、
死
ぬ
か
ら
と
い
っ
て
死
を
憎
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
自
然

の
法
則
を
受
け
入
れ
、
生
ま
れ
て
死
ん
で
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
真
人
は
感
情
を
否
定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
人
間
レ
ベ
ル

の
感
情
に
動
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
点
で
は
、
感
情
を
否
定
し
て
い
る
よ

う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
「
喜
怒
通
四
時
」
と
い
う
部
分
に
注
目
す
る
と
、
そ
う

で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
喜
怒
哀
楽
と
い
う
感
情
は
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
の
よ

う
に
自
然
だ
と
い
う
の
が
、
真
人
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
感
情
と
い
う
も
の
は
、

目
の
前
の
曖
昧
な
現
象
に
動
か
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
然
の
道
理
の
ま
ま
に

動
く
も
の
な
の
で
あ
り
、
決
し
て
否
定
さ
れ
る
存
在
で
は
な
い
の
だ
。

三
　
　
「
杜
子
羊
伝
」
に
お
け
る
感
情

・
で
は
、
「
杜
子
春
伝
」
で
の
感
情
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ

う
か
。
修
行
の
際
に
現
わ
れ
た
幻
影
は
、
杜
子
春
自
身
の
肉
体
的
恐
怖
と
、
杜
子

春
と
他
の
人
物
と
の
関
係
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
士
の
「
決
し
て

し
ゃ
べ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
課
題
は
、
言
い
換
え
れ
ば
「
幻
影
で
あ
る
、

肉
体
的
苦
痛
や
精
神
的
苦
痛
に
惑
わ
さ
れ
て
、
感
情
を
動
か
し
て
は
な
ら
な
い
」
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と
い
う
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
杜
子
春
は
道
士
の
も
と
へ
行
く
前
に
、
一
族
郎
党

の
た
め
に
出
来
る
全
て
の
こ
と
を
し
、
仇
は
討
ち
、
恩
を
受
け
た
者
に
は
恩
返
し

を
済
ま
せ
て
い
る
。
「
喜
怒
哀
櫻
愛
悪
欲
」
と
い
う
七
情
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
と

き
男
性
で
あ
る
杜
子
春
が
な
し
得
な
か
っ
た
も
の
は
、
七
情
の
「
愛
」
の
う
ち
「
母

親
の
子
に
対
す
る
愛
」
の
受
容
だ
け
だ
っ
た
の
だ
。

　
ま
た
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
道
を
体
得
し
た
仙
人
に
な
る
こ
と
と
は
、
決
し
て

感
情
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
我
が
子
を
殺
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
が
幻
で
、
自
分
の
心
を
真
実
傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
れ
ば
、

母
性
愛
は
起
こ
ら
ず
、
声
を
立
て
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
修
行
に
入

る
前
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
母
性
愛
は
、
対
象
が
幻
の
我
が
子
で
あ
っ
て

も
、
杜
子
春
の
心
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
瞬
間
に
杜
子
春
の
修
行
は
失
敗

し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
道
士
は
声
を
立
て
た
杜
子
春
を
非
難
す
る
。
そ
れ
は
、
決
し
て
人
情
を

捨
て
る
こ
と
が
良
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
曖
昧
な
現
象
に
対
し
て
感
情

を
動
か
さ
れ
、
心
を
自
然
の
道
理
に
ま
か
せ
な
か
っ
た
杜
子
鳥
へ
の
非
難
な
の
で

あ
る
。

四
　
ま
と
め

　
こ
の
章
で
は
、
老
荘
思
想
を
手
が
か
り
と
し
て
、
仙
人
に
な
る
修
行
と
感
情
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
『
老
子
』
『
荘
子
』
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、
感

情
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
自
然
の
道
理
に
合
致
し
た
感
情
を
尊
ぶ

の
で
あ
り
、
曖
昧
な
現
象
に
対
し
て
沸
き
起
こ
る
感
情
を
否
定
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
づ
ま
り
「
杜
子
春
賀
」
に
お
い
て
杜
孟
春
が
道
士
か
ら
非
難
さ
れ

た
の
は
、
幻
で
あ
る
と
分
か
っ
て
い
る
現
象
に
対
し
て
「
愛
」
と
い
う
感
情
を
抱

い
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
の
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
芥
川
龍
之
介
の
「
杜
子
春
」
に
お
い
て
は
、
杜
子
春
が
「
お
母
さ

ん
」
と
声
を
発
し
た
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
親
に
対
す
る
愛
な
ど
の

感
情
を
否
定
せ
ず
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
他
の
点
か
ら
も
、
「
杜
子
春
」
に
お
け
る
道
家
的
要
素
は
登
場
人
物
な
ど

の
表
面
的
要
素
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
物
語
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
要
素
が
強
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、

芥
川
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
に
眼
を
向
け
な
が
ら
、
「
杜
賊
乱
」
の
真
の
主
題
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

第
二
章

「
杜
三
春
」
の
根
底
に
流
れ
る
思
想

　
芥
川
龍
之
介
「
杜
子
春
」
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
『
赤
い
鳥
』
に
掲
載

さ
れ
た
、
中
国
を
題
材
と
す
る
代
表
的
な
小
説
で
あ
る
。
芥
川
が
大
阪
毎
日
新
聞

社
の
特
派
員
と
し
て
実
際
に
中
国
を
訪
れ
る
の
は
翌
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
の

こ
と
で
あ
る
が
、
中
国
文
化
そ
の
も
の
に
は
幼
少
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
。

例
え
ば
子
供
の
頃
の
愛
読
書
と
し
て
「
西
遊
記
」
「
水
濡
伝
」
を
挙
げ
て
い
る
し
五
、

芥
川
の
旧
蔵
書
に
は
『
淵
鑑
類
函
』
『
元
詩
選
』
『
香
艶
叢
書
』
『
太
平
広
記
』
『
唐

詩
百
名
家
集
』
『
楓
文
韻
府
』
な
ど
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
亡
で
、
唱
蔵
書
の
中

に
『
太
平
広
記
』
が
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
『
太
平
広
記
』

に
は
、
李
復
言
の
撰
し
た
「
杜
子
春
駒
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
幼
少
の
頃
か
ら
漢
文
学
に
親
し
ん
で
き
た
芥
川
が
、
第
一
章
で
述

べ
た
よ
う
な
道
教
に
お
い
て
仙
人
に
な
る
た
め
の
修
行
と
感
情
と
の
関
係
に
つ
い

て
誤
解
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
物
語
の
大
幅
な
改
変
は
、
や
は
り
意
図
的
な

も
の
で
あ
り
、
そ
の
改
変
部
分
に
芥
川
自
身
の
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
「
杜
子
春
」
に
つ
い
て
の
論
説
は
数
多
く
あ
る
が
、
多
く
の
先
行
研
究
者
が
述

べ
て
い
る
六
よ
う
に
、
童
話
と
し
て
書
か
れ
た
か
ら
こ
そ
、
斜
に
構
え
る
こ
と
な

く
本
音
で
書
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
説
に
異
を
唱
え
て
い
る
の
が
、
宮

坂
畳
氏
の
「
「
杜
子
春
」
論
　
－
〈
揺
ら
ぐ
v
仙
人
の
言
説
・
〈
消
さ
れ
た
v
末
尾
の

数
行
一
」
七
で
あ
る
。
宮
坂
氏
は
「
杜
子
春
」
に
お
い
て
、
二
つ
の
点
に
つ
い
て

五
　
「
愛
読
書
の
印
象
」
（
『
文
芸
倶
楽
部
』
一
九
二
〇
．
八
）

六
中
村
真
一
郎
『
芥
川
龍
之
介
』
要
書
房
、
昭
和
五
十
四
年
等

七
佐
藤
泰
正
／
編
『
芥
川
龍
之
介
を
読
む
　
梅
光
学
院
大
学
公
開
講
座
論
集

五
一
集
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
二
三
頁
～
四
四
頁

第
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疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
鉄
寄
子
が
「
た
と
ひ
ど
ん
な
こ
と
が
起
ら
う

と
も
、
決
し
て
声
を
出
す
の
で
は
な
い
そ
。
も
し
一
言
で
も
口
を
利
い
た
ら
、
お

前
は
到
底
仙
人
に
は
な
れ
な
い
も
の
だ
と
覚
悟
を
し
ろ
。
好
い
か
。
天
地
が
裂
け

て
も
、
黙
っ
て
み
る
の
だ
ぞ
。
」
’
と
、
黙
っ
て
い
れ
ば
仙
人
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と

を
告
げ
て
お
い
て
、
後
に
な
っ
て
「
も
し
お
前
が
黙
っ
て
み
た
ら
、
お
れ
は
即
座

に
お
前
の
命
を
絶
っ
て
し
ま
は
う
と
思
っ
て
み
た
の
だ
。
」
と
前
言
を
翻
す
よ
う
な

こ
と
を
言
う
点
。
二
つ
目
は
、
「
何
に
な
っ
て
も
、
人
間
ら
し
い
、
正
直
な
暮
し
を

す
る
つ
も
り
で
す
。
」
と
言
う
杜
子
春
に
対
し
て
、
鉄
乱
臣
が
「
お
お
、
幸
、
近
思

ひ
出
し
た
が
、
お
れ
は
泰
山
の
南
の
麓
に
一
軒
の
家
を
持
っ
て
る
る
。
そ
の
家
を

畑
ご
と
お
前
に
や
る
か
ら
、
早
速
行
っ
て
住
ま
ふ
が
好
い
。
今
頃
は
丁
度
家
の
或

は
り
に
、
桃
の
花
が
一
面
に
咲
、
い
て
る
る
だ
ら
う
。
」
と
言
い
、
「
＾
人
間
ら
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
し
v
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
空
問
と
し
て
霊
山
と
も
云
う
べ
き
…
（
中
略
）

…
泰
山
＾
の
南
の
麓
v
の
＾
一
軒
の
家
v
は
馴
染
ま
な
い
。
…
（
中
略
）
…
仙
境
ら
し

き
、
桃
源
郷
的
空
間
…
（
中
略
）
…
で
展
開
す
る
逃
避
的
人
生
と
＾
人
間
ら
し
い

正
直
な
暮
ら
し
v
と
は
乖
離
す
る
。
」
八
点
で
あ
る
。
宮
坂
氏
は
こ
の
二
つ
に
つ
い

て
芥
川
の
小
説
，
．
「
鱈
羅
生
門
」
を
参
照
し
て
考
察
し
て
い
る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て

は
鉄
冠
子
の
「
始
め
お
前
の
顔
を
見
た
時
、
ど
こ
か
物
わ
か
り
が
好
さ
さ
う
だ
っ

た
」
と
い
う
台
詞
を
手
が
か
り
と
し
て
、
「
仙
人
は
、
「
始
め
」
か
ら
魂
胆
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
仙
人
の
言
説
は
＾
揺
ら
ぎ
v
は
し
な
い
。
」
九
と

い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鉄
冠
子
は
最
初
か
ら
杜
子
春
が
「
人
間

ら
し
い
正
直
な
暮
ら
し
」
を
決
断
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
考
え
、
そ
の
た
め
に

わ
ざ
と
「
天
地
が
裂
け
て
も
、
黙
っ
て
み
る
の
だ
ぞ
。
」
と
い
う
難
題
を
出
し
た
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
の
点
に
関
し
て
は
、
桃
源
郷
を
髪
髭
と
さ
せ

る
住
居
を
提
供
す
る
と
い
う
鉄
冠
子
の
言
葉
は
、
杜
子
春
に
対
す
る
「
最
終
試
験

を
試
み
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
一
〇
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
と
な

る
と
、
テ
ク
ス
ト
は
こ
こ
で
閉
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
杜
子
春
の
答

え
が
、
末
尾
の
余
白
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
…
（
中
略
）
…
仙
人
の
好
意
の
言
説
を

受
け
入
れ
る
か
、
緩
や
か
に
断
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
…
（
中
略
）
…
階

梯
を
踏
ん
で
成
熟
し
て
き
た
杜
子
春
は
、
潔
く
断
っ
て
洛
陽
の
町
に
復
帰
し
て
い

っ
た
と
読
む
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
」
二
と
結
論
付
け
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
解

釈
と
は
異
な
り
、
「
〈
消
さ
れ
た
v
末
尾
の
数
行
」
を
復
元
す
る
こ
と
で
、
新
し
い

読
み
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
徒
に
テ
ク
ス
ト
を
改
変
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
、
芥
川
自
身
が
意
図

す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
や
は
り
原
作
に
書
か
れ
た
ま
ま
を
完
成
作
品
と

し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
芥
川
が
深
く
影
響
を
受
け

て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
解
釈
で
あ
る
。

　
「
杜
子
春
」
は
も
ち
ろ
ん
キ
リ
ス
ト
教
を
題
材
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
に
材
を
取
っ
て
い
る
も
の
は
、
最
後
の
作
品
で
あ
る
正
続
「
西

方
の
人
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
南
京
の
基
督
」
「
煙
草
と
悪
魔
」
ギ
「
奉
教
人
の
死
」

「
邪
宗
門
」
な
ど
多
く
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に
材
を

取
っ
て
い
な
い
品
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
要
素
が
皆
無
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
的
作
品
の
流
れ
の
中
で
「
杜

三
春
」
が
ど
の
位
置
に
あ
る
か
に
つ
い
て
、
河
泰
厚
氏
の
『
芥
川
龍
之
介
の
基
督

教
思
想
』
「
二
を
参
考
に
し
て
考
察
す
る
。

一
　
キ
リ
ス
ト
教
的
作
品
の
中
の
「
杜
子
春
」

　
河
泰
翌
翌
は
『
芥
川
龍
之
介
の
基
督
教
思
想
』
に
お
い
て
、
「
西
方
の
人
」
や
『
断

片
』
中
の
「
あ
る
鞭
」
の
文
章
を
参
照
し
て
、
芥
川
の
切
支
丹
物
を
、

　
初
期
　
大
正
五
年
～
六
年
頃

　
　
　
（
「
芸
術
的
に
ク
リ
ス
ト
教
を
i
i
殊
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
愛
し
て
い
た
」

　
　
　
一
三
時
期
）

　
中
期
　
大
正
七
年
～
九
年

一　31　一

一　九　八
。

書r・子
’四春

四＿
孟頁強

　　宍

　　頁

＝
上
掲
書
、
四
二
頁
～
四
三
頁

．
≡
河
泰
厚
『
芥
川
龍
之
介
の
基
督
教
思
想
』
翰
林
書
房
、

一
三
　
「
西
方
の
人
」

「
九
九
八
年



　
　
　
（
「
ク
リ
ス
ト
教
の
為
に
殉
じ
た
ク
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
に
或
興
味
を
感
じ

　
　
　
て
る
た
。
殉
教
者
の
心
理
は
わ
た
し
に
は
あ
ら
ゆ
る
狂
信
者
の
心
理
の
や

　
　
　
う
に
病
的
な
興
味
を
与
へ
た
」
一
四
時
期
）

　
後
期
　
大
正
十
一
年
～
昭
和
二
年

　
　
　
（
「
基
督
教
的
信
仰
或
は
基
督
教
徒
を
嘲
る
為
に
屡
短
篇
や
ア
フ
ォ
リ
ズ

　
　
　
ム
を
澄
し
た
」
量
時
期
）

と
い
う
三
つ
の
時
期
に
分
類
し
て
い
る
＝
ハ
。
こ
れ
に
従
う
と
、
「
黒
衣
聖
母
」
「
南

京
の
基
督
」
と
同
年
に
発
表
さ
れ
た
「
杜
子
春
」
は
中
期
の
終
わ
り
ご
ろ
に
分
類

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
黒
衣
聖
母
」
は
も
と
よ
り
、
「
南
京
の
基
督
」
に
も
結
局

の
と
こ
ろ
死
の
影
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
信
仰
の
た
め
に
命
を
断
っ

た
（
あ
る
い
は
断
と
う
と
す
る
）
殉
教
者
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
学
区

の
い
う
第
三
期
と
捉
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
教
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

対
す
る
嘲
り
と
い
う
よ
り
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
信
仰
と
死
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
や
は
り
第
二
期
へ
の
分
類
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
黒
衣
聖
母
」
で
は
、
「
何
卒
私
が
目
を
つ
ぶ
り
ま
す
ま
で
で
よ
ろ
し
ゅ
う

ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
死
の
天
使
の
御
剣
が
茂
作
の
体
に
触
れ
ま
せ
ん
よ
う
、
御
慈

悲
を
御
垂
れ
下
さ
い
ま
し
。
」
と
い
う
老
婆
の
祈
り
は
聖
母
に
届
き
、
約
束
ど
お
り

老
婆
が
息
を
引
ぎ
取
る
ま
で
は
、
孫
の
茂
作
は
永
ら
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
南

京
の
基
督
」
で
は
、
梅
毒
に
冒
さ
れ
た
私
窩
子
宋
金
花
の
「
御
客
に
こ
の
病
を
移

さ
な
い
限
り
、
今
ま
で
の
や
う
な
商
売
を
致
し
て
参
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
し
て

一
四
　
「
西
方
の
人
」

一
五
　
「
あ
る
鞭
」

＝
ハ
河
層
厚
氏
は
、
そ
れ
ま
で
は
分
け
て
考
え
ら
れ
て
い
た
芥
川
の
く
切
支
丹
物
v

に
＾
キ
以
ス
ト
教
物
v
ま
で
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
、
芥
川
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の

関
連
を
「
第
一
期
　
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
関
心
」
「
第
二
期
　
芸
術
的
審
美
的
興
味
」

「
第
三
期
　
殉
教
者
及
び
愚
人
へ
の
憧
憬
」
「
第
四
期
　
＾
信
v
へ
の
批
判
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
日
本
的
な
風
土
」
「
第
五
期
　
キ
リ
ス
ト
へ
の
凝
視
」
と
五
期
に
区
分
し
、

第
二
、
三
、
四
期
が
A
切
支
丹
物
V
の
時
期
、
第
一
、
五
期
が
＾
キ
リ
ス
ト
惜
物
V

の
時
期
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
（
参
考
『
芥
川
龍
之
介
の
基
督
教
思
想
』
一
七
頁

～
一
八
頁
）

見
れ
ば
た
と
ひ
餓
ゑ
死
を
し
て
も
、
1
一
さ
う
す
れ
ば
こ
の
病
も
、
干
る
さ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
l
i
御
客
と
一
つ
寝
台
に
寝
な
い
や
う
に
、
心
が
け
ね
ば
な
る

ま
い
と
存
じ
ま
す
。
さ
も
な
け
れ
ば
私
は
、
私
ど
も
の
仕
合
せ
の
為
に
、
怨
み
も

な
い
他
人
を
不
仕
合
せ
に
致
す
事
に
な
り
ま
す
か
ら
。
し
か
し
何
と
申
し
て
も
、

私
は
女
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
何
時
ど
ん
な
誘
惑
に
陥
ら
な
い
も
の
で
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
天
国
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
基
督
様
。
ど
う
か
私
を
御
守
り
下
さ
い
ま
し
。

私
は
あ
な
た
御
一
人
の
外
に
、
た
よ
る
も
の
の
な
い
女
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
。
」
と

い
う
祈
り
が
キ
リ
ス
ト
に
届
く
。
金
花
の
持
っ
て
い
る
十
字
架
に
掛
け
ら
れ
た
キ

リ
ス
ト
に
瓜
二
つ
の
男
性
が
現
わ
れ
て
一
晩
を
と
．
も
に
過
ご
し
、
翌
朝
金
花
の
病

気
が
治
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ど
ち
ら
の
作
品
も
最
終
的
結
論
は
皮
肉
な
も
の
に

な
っ
て
お
り
、
「
杜
子
鼠
」
の
よ
う
に
希
望
を
抱
く
こ
と
の
で
き
る
終
わ
り
方
で
は

な
い
。
こ
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
「
黒
衣
聖
母
」
は
『
文
章
倶
楽
部
』
に
、
「
南
京

の
基
督
」
は
『
中
央
公
論
』
に
と
一
般
向
け
の
雑
誌
に
掲
載
さ
パ
れ
た
こ
と
に
対
し

て
、
「
杜
子
春
」
は
児
童
文
学
と
し
て
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
。
で
は
、

　
「
杜
面
谷
」
に
は
ど
の
よ
う
な
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

二
　
「
杜
子
細
」
と
「
放
蕩
息
子
」

　
そ
も
そ
も
「
杜
子
春
」
に
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
は
、
「
杜

子
捨
」
の
物
語
が
新
約
聖
書
に
お
け
る
「
「
放
蕩
息
子
」
の
た
と
え
」
を
彷
彿
と
さ

せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
「
放
蕩
息
子
」
の
た
と
え
」
と
は
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
（
十
五
章
十
一
節
～

三
十
節
）
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
が
布
教
す
る
際
に
、
悔
い
改
め
る
こ
と
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
な
の
か
を
分
か
り
や
す
く
説
い
た
個
所
で
あ
る
が
、
そ
の
放
蕩
息
子

の
姿
と
、
杜
子
春
の
姿
が
重
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
双
方
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
概

略
す
る
。

　
・
「
杜
子
春
」

　
　
①
財
産
を
使
い
果
た
し
、
鉄
愚
子
に
貰
っ
た
金
も
二
度
ま
で
使
い
尽
く
す
。

　
　
人
間
世
界
に
嫌
気
が
さ
し
、
仙
人
に
な
ろ
う
と
決
意
す
る
。

　
　
②
修
行
を
す
る
が
、
辛
い
責
め
苦
の
中
で
「
お
母
さ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
発

　
　
し
た
た
め
に
現
実
世
界
に
戻
っ
て
く
る
。
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③
し
か
し
現
実
世
界
に
理
想
郷
を
見
出
す
。
そ
の
象
徴
が
、
泰
山
の
麓
に
あ

　
　
る
桃
の
花
が
咲
く
家
。

　
・
「
「
放
蕩
息
子
」
の
た
と
え
」

　
　
①
兄
弟
の
う
ち
弟
が
父
親
に
財
産
を
分
け
て
も
ら
い
、
使
い
尽
く
す
。

　
　
②
喰
べ
る
に
も
困
り
は
じ
め
、
我
に
返
っ
て
家
に
帰
り
、
父
親
に
悔
い
改
め

　
　
の
言
葉
を
発
す
る
。

　
　
③
父
親
に
許
し
を
得
て
、
祝
宴
が
開
か
れ
る
。

　
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
財
産
を
使
い
果
た
す
一
苦
し
い
状
況
の
中
で
言

葉
を
発
す
る
一
そ
れ
に
よ
り
理
想
的
状
況
に
置
か
れ
る
、
と
い
う
流
れ
が
共
通
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
「
放
蕩
息
子
」
の
た
と
え
」
を
手
量
か
り
と
し
て
、
「
杜
子

春
」
を
解
読
し
て
い
く
。

　
　
①
財
産
を
使
い
尽
く
し
、
人
間
に
愛
想
を
尽
か
す

　
杜
子
春
が
使
い
尽
く
し
た
財
産
は
、
｝
堅
目
は
自
分
の
家
の
も
の
、
二
度
目
と

三
度
目
は
仙
人
か
ら
貰
っ
た
黄
金
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
杜
子

春
が
一
度
目
に
仙
人
か
ら
話
し
掛
け
ら
れ
た
後
、
「
休
み
な
い
往
来
の
人
通
り
の

上
に
は
、
も
う
気
の
早
い
騙
輻
が
二
三
匹
ひ
ら
ひ
ら
舞
っ
て
」
い
た
と
い
う
記
述

で
あ
る
。
騙
蠕
は
中
国
で
は
吉
祥
文
様
の
一
つ
と
も
さ
れ
て
い
る
が
、
短
篇
「
る

し
へ
る
」
（
大
正
七
年
八
月
）
に
て
堕
天
使
ル
シ
フ
ァ
ー
が
「
南
蛮
の
画
」
で
は
「
煽

幅
の
翼
、
山
羊
の
蹄
、
蛇
の
鱗
」
を
持
つ
と
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
、
悪
魔
の
象

徴
的
存
在
で
あ
る
。
つ
ま
り
仙
人
が
金
を
く
れ
る
と
言
っ
た
言
葉
は
、
杜
子
春
に

と
っ
て
は
再
び
堕
落
さ
せ
ら
れ
る
誘
惑
の
言
葉
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

二
度
目
に
仙
人
が
杜
子
春
に
話
し
掛
け
た
と
き
に
は
騙
輻
の
姿
は
見
え
な
い
が
、

「
今
度
も
亦
人
ご
み
の
中
へ
、
掻
き
消
す
や
う
に
隠
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
／
杜

子
春
は
そ
の
翌
目
か
ら
、
忽
ち
天
下
第
一
の
大
金
持
に
返
り
ま
し
た
。
と
同
時
に

相
変
ら
ず
、
仕
放
題
な
贅
沢
を
し
始
め
ま
し
た
。
」
と
、
一
度
目
ど
変
わ
ら
な
い
情

景
が
く
り
返
さ
れ
る
。
つ
ま
り
二
度
目
も
、
や
は
り
堕
落
さ
せ
ら
れ
る
誘
惑
の
言

葉
だ
っ
た
の
だ
。
一
方
「
放
蕩
息
子
」
は
、
父
親
の
財
産
を
分
け
て
も
ら
っ
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
堕
落
す
る
。
双
方
と
も
金
は
堕
落
へ
の
き
っ
か
け
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
三
度
財
産
を
使
い
果
た
し
た
杜
三
春
は
、
も
う
一
度
金
を
あ
げ
よ
う
と
い

う
仙
人
に
対
し
て
そ
れ
を
拒
否
す
る
。
財
産
が
あ
る
と
き
に
は
親
し
く
し
て
い
た

友
人
も
、
財
産
が
な
く
な
れ
ば
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
去
っ
て
い
く
の
を
経

験
し
て
、
「
人
間
と
い
ふ
も
の
に
愛
想
が
つ
き
」
、
「
た
と
ひ
も
う
一
度
大
金
持
に

な
っ
た
所
が
、
何
に
も
な
ら
な
い
や
う
な
気
が
」
し
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

大
切
な
の
は
財
産
で
は
な
い
と
気
づ
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ま
だ
真
に
大

切
な
も
の
に
は
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
杜
子
春
は
仙
人
に
な
る
た
め
の
修

行
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
②
苦
し
み
の
中
で
言
葉
を
発
す
る

　
無
言
の
行
を
命
じ
ら
れ
た
杜
子
春
は
、
様
々
な
幻
想
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
地
獄
で
両
親
が
苦
し
め
ら
れ
、
母
親
が
杜
子
春
に
「
心
配
を
お
し
で
な
い
。

私
た
ち
は
ど
う
な
っ
て
も
、
お
前
さ
へ
仕
合
せ
に
な
れ
る
の
な
ら
、
そ
れ
よ
り
結

構
な
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
ね
。
．
大
王
が
何
と
仰
っ
て
も
、
言
ひ
た
く
な
い
こ
と

は
黙
っ
て
御
出
で
。
」
と
、
欲
得
を
超
え
た
許
し
の
声
を
か
け
た
と
き
、
杜
子
春
は

「
お
母
さ
ん
」
と
叫
ぶ
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
「
放
蕩
息
子
」
は
飢
餓
に
苦
し
ん
だ
挙
句
、
家
に
帰
ろ
う
と
決
意
す
る
。

家
に
帰
る
と
、
父
親
は
遠
く
か
ら
走
っ
て
き
て
首
を
抱
き
、
接
吻
す
る
。
こ
れ
に

対
し
て
「
お
父
さ
ん
、
わ
た
し
は
天
に
対
し
て
も
、
ま
た
お
父
さ
ん
に
対
し
て
も

罪
を
犯
し
ま
し
た
。
も
う
息
子
と
呼
ば
れ
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
言
葉

を
発
す
る
。
父
親
が
息
子
を
許
し
た
理
由
は
、
兄
に
向
か
っ
て
述
べ
た
「
お
前
の

あ
の
弟
は
死
ん
で
い
た
の
に
生
き
返
っ
た
。
い
な
く
な
っ
て
い
た
の
に
見
つ
か
っ

た
の
だ
。
祝
宴
を
開
い
て
楽
し
み
喜
ぶ
の
は
当
た
り
前
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う
言

葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
堕
落
し
て
い
た
弟
が
悔
い
改
め
、
も
う
一
度

正
し
い
道
を
歩
み
始
め
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
の
だ
。
で
は
、
放
蕩
息
子
は
な
ぜ

一
度
放
蕩
の
限
り
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
「
わ
た
し
は
何
年
も

お
父
さ
ん
に
仕
え
て
い
ま
す
。
言
い
つ
け
に
背
い
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
の
に
、
わ
た
し
が
友
達
と
宴
会
す
る
た
め
に
、
子
山
羊
一
匹
す
ら
く
れ
な

か
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
と
い
う
兄
の
疑
問
も
も
っ
と
も
で
あ
る
。
し
か
し

弟
に
は
、
兄
に
欠
け
て
い
る
行
動
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
悔
い
改
め
と
い
う
行
動
で
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あ
る
。
心
で
よ
い
こ
と
を
し
ょ
う
と
思
い
、
そ
れ
を
行
う
だ
け
で
は
充
分
で
な
い

の
だ
ゐ
実
際
に
自
分
の
行
い
を
反
省
し
、
悔
い
改
め
て
こ
そ
、
真
の
許
し
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
「
杜
参
議
」
に
戻
っ
て
考
察
を
す
る
。
杜
子
春
は
自
分
の
欲
に
ま
か
せ

て
財
産
を
使
い
果
た
し
た
あ
と
も
、
ま
た
自
分
の
た
め
に
仙
人
の
修
行
を
し
ょ
う

と
決
意
す
る
。
そ
こ
で
最
終
的
に
地
獄
に
下
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
自
分
自
身

に
与
え
ら
れ
た
責
め
苦
に
対
し
て
は
、
無
言
を
貫
く
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、

貧
乏
や
自
分
へ
与
え
ら
れ
る
辛
さ
は
、
杜
子
春
に
と
っ
て
の
本
当
の
地
獄
で
は
な

か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
母
親
の
優
し
い
許
し
の
言
葉
に
接
し
た
と
き
、
杜
子
春
は

「
お
母
さ
ん
」
と
叫
ぶ
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地
獄
か
ら
生
還
す
る
の
で
あ
る
。

「
了
す
ぼ
ら
し
い
痩
せ
馬
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
母
親
は
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
た
杜
子
春
の
行
動
を
責
め
る
の
で
は
な
く
、
全
て
を
肯
定
し
、
許
す
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「
神
は
愛
な
り
」
と
い
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
母
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
杜
子
春
が
発
し
た
「
お
母
さ
ん
」
と

い
う
言
葉
は
、
悔
い
改
め
の
言
葉
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
地

獄
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
い
う
点
は
、
「
放
蕩
息
子
」
が
『
死
ん
で
い
た
の
に
生
き
返

っ
た
』
と
い
う
記
述
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　
さ
ら
に
、
「
放
蕩
息
子
」
が
父
親
に
許
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
杜
子
春
は
母
親
に

許
さ
れ
た
と
い
う
点
に
も
着
目
す
る
。
前
述
の
と
お
り
、
芥
川
は
生
後
八
ヶ
月
に

し
て
母
親
と
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
事
件
が
、
芥
川
の
心
に
母
親

に
対
す
る
何
ら
か
の
思
い
を
生
ま
れ
さ
せ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
た
だ
し
、
「
「
放
蕩
息
子
」
の
た
と
え
」
に
対
す
る
解
釈
は
、
筆
者
の
も
の
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
芥
川
自
身
が
い
か
な
る
態
度
で
聖
書
を
読

ん
だ
の
か
に
つ
い
て
更
に
深
く
研
究
を
重
ね
る
こ
と
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
　
③
理
想
的
状
況
に
お
か
れ
る

　
現
実
世
界
に
戻
っ
て
き
た
杜
子
春
は
、
鉄
冠
子
か
ら
「
も
し
お
前
が
黙
っ
て
み

た
ら
、
お
れ
は
即
座
に
お
前
の
命
を
絶
っ
て
し
ま
は
う
と
思
っ
て
み
た
」
と
言
わ

れ
る
。
こ
の
言
葉
は
鉄
重
詰
の
約
束
不
履
行
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
宮
坂
氏
が

述
べ
る
よ
う
に
、
も
と
よ
り
鉄
冠
子
は
、
杜
子
午
が
仙
人
に
な
る
道
を
選
ば
な
い

こ
と
を
予
測
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
桃
源
郷
的
住
居
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
筆
者
は
宮
坂
氏
と
解
釈
を
異
に
す
る
。
「
放
蕩
息
子
」
が
、
悔
い
改
め
る
前
に

は
為
し
得
な
か
っ
た
「
肥
え
た
子
牛
」
に
よ
る
宴
会
を
開
か
れ
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
に
、
杜
子
春
は
人
間
ら
し
い
正
直
さ
が
真
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
気
づ
い

た
と
き
に
、
理
想
的
住
居
で
あ
る
泰
山
の
麓
に
あ
る
家
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
。
桃
源
郷
的
住
居
は
、
人
間
世
界
か
ら
逃
避
す
る
た
め
の
場
所
で
は
な
く
、

真
に
道
を
体
得
し
た
者
だ
け
が
住
む
こ
と
の
で
き
る
理
想
的
環
境
な
の
で
あ
る
。

　
　
④
ま
と
め

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
杜
子
春
」
に
は
「
悔
い
改
め
と
救
済
」
「
母
親
」
と
い
う

二
つ
の
テ
ー
マ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
「
杜
子
吉
」
　
一
作
品

に
つ
い
て
の
考
察
だ
け
で
あ
れ
ば
、
聖
書
と
の
類
似
は
偶
然
で
あ
っ
た
と
い
う
指

摘
を
免
れ
得
な
い
。
そ
こ
で
、
や
は
り
芥
川
の
代
表
的
な
児
童
文
学
作
品
で
あ
る

「
蜘
蛛
の
糸
」
「
白
」
を
参
考
に
し
て
、
芥
川
の
キ
リ
ス
ト
教
的
思
想
の
な
か
で
「
杜

子
鼠
」
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
と
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
た

い
。三

　
　
「
蜘
蛛
の
糸
」
か
ら
「
白
」
へ
の
流
れ

　
「
蜘
蛛
の
糸
」
「
白
」
は
と
も
に
芥
川
龍
之
介
の
児
童
文
学
作
品
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
作
品
に
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
要
素
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
　
①
救
い
の
得
ら
れ
な
い
「
蜘
蛛
の
糸
」

　
「
蜘
蛛
の
糸
」
は
、
大
正
七
（
一
九
一
人
）
年
に
児
童
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
に
掲

載
さ
れ
た
、
芥
川
初
の
児
童
文
学
作
品
で
あ
る
。
「
蜘
蛛
の
糸
」
に
関
す
る
先
行
研

究
は
多
い
。
原
典
に
つ
い
て
も
、
宮
坂
畳
氏
「
『
蜘
蛛
め
糸
』
出
典
考
ノ
ー
ト
　
一

O
国
国
重
日
ピ
国
Q
国
Z
U
へ
の
メ
モ
を
手
懸
り
と
し
て
一
」
一
七
に
よ
れ
ば
、
ド
ス
ト

関
口
安
義
／
篇
『
芥
川
龍
之
介
作
品
論
集
成
　
第
五
巻
　
蜘
蛛
の
糸
　
児
童
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エ
フ
ス
キ
ー
著
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」
中
の
寓
話
「
一
本
の
葱
」
、
ラ
ー
ゲ
ル

レ
ー
ヴ
著
、
．
O
国
即
H
ω
日
目
国
O
国
冥
U
”
、
中
の
δ
d
切
い
○
》
U
》
Z
U
の
》
H
宕
臼

治
国
弓
国
国
、
、
、
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
著
．
、
軍
鶏
葺
筏
中
の
。
日
げ
①
Q
っ
官
画
筆
≦
①
げ
、
．
な
ど
、

様
々
な
推
論
が
あ
る
。
カ
ン
ダ
タ
と
い
う
主
人
公
の
名
前
の
初
出
も
．
国
母
日
9
、
、
で

あ
る
と
い
う
一
八
。
ま
た
極
楽
と
地
獄
と
い
う
設
定
に
つ
い
て
は
、
・
吉
原
浩
人
「
仏

教
的
世
界
観
と
の
懸
隔
と
地
獄
の
形
象
」
一
九
に
お
い
て
、
「
極
楽
浄
土
は
、
『
阿
弥

陀
経
』
で
は
西
方
十
万
億
土
の
か
な
た
に
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
空
中
か
ら
地

獄
を
見
下
ろ
す
よ
う
な
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
」
二
〇
「
地
獄
と
極
楽
は
、
本
来
の

仏
教
的
世
界
観
か
ら
す
れ
ば
、
対
観
念
に
な
る
は
ず
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
地
獄

は
あ
く
ま
で
六
道
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
極
楽
も
数
あ
る
仏
の
浄
土
の
一
つ
に

過
ぎ
な
い
。
」
三
と
、
仏
教
か
ら
見
た
場
合
の
不
自
然
さ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
諸
氏
の
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
「
蜘
蛛
の
糸
」
は
仏
教
の
要
素
も
濃
い
な

が
ら
、
ほ
か
の
思
想
も
充
分
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
「
『
蜘

蛛
の
糸
』
は
、
極
楽
の
絶
対
者
が
、
地
獄
の
罪
人
を
見
下
ろ
し
、
救
済
の
た
め
の

試
練
を
与
え
る
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
試
練
は
、
仏
教

の
慈
悲
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
原
拠
『
カ
ル
マ
』
が
、
結
局
は
キ
リ
ス
ト
教

的
世
界
観
の
中
で
創
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
芥
川
が
味
付
け

を
し
た
お
釈
迦
様
の
行
動
は
、
さ
ら
に
偶
発
的
・
恣
意
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ぶ

ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
て
、
ふ
と
下
を
見
る
と
腱
陀
多
が
目
に
止
ま
っ
て
、
思
い
出
し

た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
典
型
的
な
仏
教
説
話
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
健
陀
多
は
蜘
蛛

を
殺
さ
な
か
っ
た
と
い
う
生
前
の
善
根
に
よ
り
、
直
ち
に
地
獄
か
ら
済
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
」
二
二
と
、
救
い
と
い
う
側
面
か
ら
も
、
仏
教
以
外

の
要
素
の
混
入
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
鍵
陀
多
が
救
済
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
荒
木
正
見
「
芥
川
龍

之
介
と
親
鷺
　
一
『
蜘
蛛
の
糸
』
の
親
心
を
め
ぐ
っ
て
一
」
二
三
に
お
い
て
、
親
と

し
て
の
仏
が
な
ぜ
見
捨
て
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
「
庶
民
的
な
仏
教
の
典

型
と
し
て
の
親
鷺
の
思
想
」
二
四
を
も
と
に
、
仏
教
的
な
背
景
か
ら
考
察
が
な
さ
れ

て
い
る
。
荒
木
氏
は
ま
ず
、
「
「
蜘
蛛
の
糸
」
の
お
釈
迦
様
は
「
救
う
↑
と
い
う
行

為
を
も
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
、
い
る
。
…
（
中
略
）
…
極
楽
の
表
現
や
「
救
う
」

と
い
う
特
性
と
の
全
体
は
や
は
り
阿
弥
陀
如
来
を
示
唆
し
て
い
る
」
二
五
こ
と
や

「
親
鷺
に
お
い
て
阿
弥
陀
如
来
は
絶
対
的
な
救
い
を
約
束
し
て
い
る
と
さ
れ
る
」

三
面
こ
と
、
ま
た
親
里
が
「
仏
陀
（
悟
り
を
開
い
た
人
）
を
親
と
読
み
替
え
」
二
七
て

い
る
こ
と
に
着
目
し
、
さ
ら
に
親
鷺
も
幼
い
頃
に
芥
川
が
生
後
す
ぐ
に
い
わ
ゆ
る

「
子
捨
て
」
に
遭
っ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
「
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
親
性
と
自
己

存
在
に
関
す
る
原
初
的
な
不
信
や
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
最
深
奥
に
あ
り
、
そ
の
受
容
性

が
親
身
や
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と
す
る
思
想
的
背
景
や
作
品
や
生
き
方
へ
と
構

成
し
て
き
た
こ
と
が
推
論
さ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
の
発
露
が
「
蜘
蛛
の
糸
」
に
お
け

る
救
わ
な
い
親
性
だ
っ
た
，
と
い
え
る
」
二
八
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
蜘
蛛
の
糸
」

に
お
い
て
、
絶
対
的
に
救
済
す
る
べ
き
親
と
し
て
の
阿
弥
陀
如
来
に
あ
え
て
健
陀

多
を
救
済
さ
せ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
芥
川
の
幼
い
頃
の
体
験
が
影
響
し
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
．
う
に
「
親
性
」
と
い
う
心
理
学
的
側
面
か
ら
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
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文
学
の
世
界
』
翰
林
書
房
、
一
九
九
九
年
、
二
六
頁
～
三
九
頁

一
八
参
考
「
『
蜘
蛛
の
糸
』
出
典
考
ノ
ー
ト
　
一
I
O
国
国
H
ω
日
ピ
国
O
国
Z
U
へ
の
メ

モ
を
手
懸
り
と
し
て
一
」

一
九
　
『
國
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
學
燈
社
、
一
九
九
六
年
四
月
号
、
八
八

頁
～
九
三
頁

二
〇
　
「
仏
教
的
世
界
観
と
の
懸
隔
と
地
獄
の
形
象
」
八
九
頁

三
上
掲
書
、
九
一
頁

二
二
上
掲
書
、
九
一
頁

二
三
　
『
比
較
思
想
論
輯
　
一
比
較
思
想
学
会
福
岡
支
部
紀
要
一
第
五
号
』
二
〇
〇

三
年
、
縦
一
頁
～
縦
七
頁

二
四
　
「
芥
川
龍
之
介
と
忌
屋
！
『
蜘
蛛
の
糸
』
の
親
性
を
め
ぐ
っ
て
一
」
縦
二

頁
二
五
上
掲
書
、
縦
二
頁

三
ハ
上
掲
書
、
縦
二
頁

二
七
上
掲
書
、
縦
二
頁

二
八
上
掲
書
、
縦
六
頁



・
次
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
的
側
面
か
ら
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

　
「
蜘
蛛
の
糸
」
に
お
け
る
「
お
釈
迦
様
」
と
は
キ
リ
ス
ト
教
の
神
、
槌
陀
多
は
我
々

人
間
と
も
読
み
解
け
る
の
で
あ
る
。
三
業
多
は
蜘
蛛
を
殺
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
お
釈
迦
様
か
ら
悔
い
改
め
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
「
自
分
ば
か
り

が
地
獄
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、
悔
い
改
め
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
悔
い
改
め
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
の
蜘
蛛
の
糸
は
、
お
釈
迦
様
が
「
ふ

と
下
の
容
子
を
御
覧
に
な
り
ま
し
た
」
時
、
縫
陀
多
が
地
獄
に
苦
し
ん
で
い
る
の

を
見
て
「
縫
陀
多
に
は
蜘
蛛
を
助
け
た
事
が
あ
る
の
を
御
思
い
出
し
に
な
り
」
、

　
「
幸
い
」
そ
ば
で
蜘
蛛
が
糸
を
か
け
て
い
た
の
で
蜘
蛛
の
糸
を
垂
ら
し
た
。
腱
陀

多
は
「
何
気
な
く
」
頭
を
挙
げ
て
、
蜘
蛛
の
糸
を
発
見
し
た
と
い
う
記
述
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
偶
然
に
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
神
の
こ
と

を
思
っ
て
悔
い
改
め
る
機
会
が
ご
く
ま
れ
に
し
か
訪
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
犠
陀
多
が
ほ
か
の
罪
人
達
を
追
い
落
と
そ
う
と
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
明
白
で
あ
る
。
回
心
の
機
会
を
掴
み
な
が
ら
自
分
の
罪

深
さ
を
省
み
ず
に
、
悔
い
る
言
葉
を
口
に
し
な
か
っ
た
と
き
、
縫
仁
多
は
回
心
の

機
会
を
逃
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
蜘
蛛
の
糸
」
は
、
無
慈
悲
と
も
思
え
る
お
釈
迦
様
を
神
、
健
仁
多
が
地
獄
か

ら
つ
い
に
這
い
上
が
れ
な
か
っ
た
事
を
悔
い
改
め
の
機
会
を
逃
し
た
こ
と
だ
と
読

み
替
え
る
と
、
極
楽
と
地
獄
の
形
象
や
仏
教
的
思
想
と
の
相
違
点
な
ど
に
お
け
る

様
々
な
矛
盾
点
が
一
掃
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
②
救
い
の
意
図
が
は
っ
き
り
と
す
る
「
白
」

　
「
白
」
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
発
表
さ
れ
た
、
芥
川
の
最
後
の
児
童

文
学
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
宮
坂
畳
氏
「
芥
川
龍
之
介
の
罪
意

識
　
1
「
白
」
「
歯
車
」
を
中
心
と
し
て
一
」
二
九
で
「
ル
タ
ー
は
、
い
か
な
る
善

行
も
罪
か
ら
の
救
済
に
は
役
に
立
た
な
い
と
い
う
。
…
（
中
略
）
…
罪
の
意
識
は

二
九
関
口
安
義
／
篇
『
芥
川
龍
之
介
作
品
論
集
成
　
第
五
巻
　
蜘
蛛
の
糸

文
学
の
世
界
』
翰
林
書
房
、
一
九
九
九
年
、
一
四
二
頁
～
一
五
二
頁

児
童

ど
こ
ま
で
も
く
白
v
に
纏
わ
り
つ
い
て
き
た
。
…
（
中
略
）
…
＾
煤
よ
り
も
黒
い
体
v

か
ら
の
解
放
は
、
　
一
方
的
に
与
え
ら
れ
る
。
罪
を
臓
悔
し
、
全
て
を
捨
て
去
っ
た

時
、
救
済
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
」
三
〇
と
あ
る
よ
う
に
、
既
に
キ
リ
ス
ト
教
と
の

関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
る
。
し
か
し
、
「
杜
子
春
」
で
モ
チ
ー
フ
に
し
た
で
あ
ろ

う
「
「
放
蕩
息
子
」
の
た
と
え
」
と
「
白
」
と
を
比
べ
て
み
る
時
、
明
ら
か
な
違
い

が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
白
が
ま
ず
自
分
の
臆
病
さ
を
恥
じ
る
こ
と
か
ら
数
々
の
人

助
け
を
行
い
、
次
に
は
自
分
を
抹
殺
し
よ
う
と
し
て
人
助
け
を
行
う
こ
と
、
ま
た

「
苦
し
さ
の
余
り
、
自
殺
し
よ
う
と
決
心
し
」
て
自
宅
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
「
放
蕩
息
子
」
は
善
行
を
行
わ
な
か
っ
た
し
、
家
に
帰
っ
た
の
も
自
殺

の
た
め
で
は
な
ぐ
、
生
き
る
た
め
で
あ
っ
た
。
「
放
蕩
息
子
」
と
「
白
」
と
で
家
に

帰
る
と
い
う
行
為
の
目
的
を
比
較
す
る
と
、
自
殺
す
る
た
め
に
帰
る
の
か
、
生
き

る
た
め
に
帰
る
の
か
と
い
う
違
い
が
明
ら
か
に
な
る
。
自
殺
へ
と
向
か
う
白
の
心

境
を
、
酒
井
英
行
氏
「
『
三
つ
の
宝
』
・
『
白
』
」
三
一
で
は
、
「
『
白
』
は
確
か
に
ハ

ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
の
ス
ト
ー
リ
ー
、
自
殺
的
行
為
か

ら
自
殺
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
心
理
は
不
健
全
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…

自
殺
的
行
為
に
よ
っ
て
命
を
落
と
さ
な
か
っ
た
の
は
奇
跡
で
あ
り
、
結
末
は
奇
跡

の
上
の
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
に
過
ぎ
な
い
。
」
＝
三
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
白
が

再
び
白
い
体
に
な
れ
た
の
は
、
自
殺
的
行
為
を
行
っ
て
も
奇
跡
的
に
命
を
落
と
さ

ず
、
家
に
た
ど
り
着
け
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。
し
か
し
、
こ
の
展
開
を
不

健
全
だ
と
い
う
一
言
で
く
く
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、

か
え
っ
て
こ
の
部
分
に
こ
そ
、
芥
川
の
本
心
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。　

芥
川
龍
之
介
が
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
薬
物
自
殺
を
遂
げ
た
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
が
、
自
殺
の
一
因
と
な
っ
た
秀
し
げ
子
と
の
出
会
い
は
大
正
八

三
〇
　
「
芥
川
龍
之
介
の
罪
意
識
　
1
「
白
」
「
歯
車
」
を
中
心
と
し
て
一
」

頁
～
一
四
五
頁

三
一
関
口
安
義
／
篇
『
芥
川
龍
之
介
作
品
論
集
成
　
第
五
巻
　
蜘
蛛
の
糸

文
学
の
世
界
』
翰
林
書
房
、
一
九
九
九
年
、
一
五
三
頁
～
一
五
八
頁

三
二
　
「
『
三
つ
の
宝
』
・
『
白
』
」
　
一
五
八
頁

四
四

児
童
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（一

繹
鼡
縺
j
年
、
体
調
の
不
良
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
の
中
国
訪
問
に
端

を
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
度
目
の
自
殺
を
試
み
た
の
は
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

年
夏
ご
ろ
で
あ
る
。
三
三
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
大
正
十
二
年
に
書
か
れ
た
「
白
」

を
読
む
と
、
自
殺
へ
と
向
か
う
気
持
ち
を
ど
う
に
か
救
済
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、

芥
川
の
切
な
る
願
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
白
は
自
殺
を
し
ょ

う
と
す
る
が
、
死
ぬ
前
に
】
度
だ
け
主
人
の
顔
を
見
た
い
と
願
い
、
家
に
帰
る
。

そ
こ
で
お
月
様
に
向
か
っ
て
臓
悔
し
、
眠
っ
て
し
ま
う
。
次
に
目
覚
め
た
時
に
、

白
は
自
分
の
首
を
抱
き
か
か
え
た
お
嬢
さ
ん
の
瞳
の
中
に
「
清
ら
か
に
、
ほ
っ
そ

り
と
」
「
白
い
犬
が
一
匹
坐
っ
て
い
る
」
の
を
見
つ
け
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
白
に

と
っ
て
は
母
親
的
存
在
で
あ
る
お
嬢
さ
ん
が
、
救
済
さ
れ
た
白
を
迎
え
る
の
で
あ

る
。　

こ
れ
を
前
述
し
た
荒
木
氏
の
「
芥
川
龍
之
介
と
親
鶯
　
一
『
蜘
蛛
の
糸
』
の
親

性
を
め
ぐ
っ
て
一
」
に
お
け
る
「
親
性
」
と
「
自
己
存
在
に
関
す
る
原
初
的
な
不

信
」
を
参
考
に
し
て
読
み
解
く
と
、
次
の
よ
う
な
推
論
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
芥

川
は
「
原
初
的
な
不
信
」
を
持
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
母
親
的
存
在
で
あ
る
「
お
嬢

さ
ん
」
に
、
白
を
抱
き
し
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
行
為
は
芥
川
に
と
っ
て
は

永
遠
に
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
白
は
悔
い
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
清
ら
か

な
自
分
の
姿
を
取
り
戻
し
、
お
嬢
さ
ん
に
迎
え
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
芥
川

は
い
く
ら
自
分
の
罪
を
識
悔
し
た
と
こ
ろ
で
、
母
親
に
迎
え
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は

な
い
の
だ
。
「
白
」
は
、
芥
川
の
適
わ
な
い
夢
と
し
て
描
か
れ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。

四
　
ま
と
め

　
「
蜘
蛛
の
糸
」
で
は
、
ま
ず
荒
木
氏
の
説
で
あ
る
、
お
釈
迦
様
を
阿
弥
陀
如
来
、

さ
ら
に
親
と
読
み
替
え
て
、
絶
対
的
に
救
済
す
る
べ
き
親
と
し
て
の
阿
弥
陀
如
来

に
あ
え
て
健
気
多
を
救
済
さ
せ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
芥
川
の
幼
い
頃
の
体
験
が

影
響
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
に
触
れ
た
。
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
的
観
点
か
ら
読

み
解
き
、
腱
陀
多
が
救
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
悔
い
改
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
た
。

三
三
参
照
　
海
老
井
英
次
『
芥
川
龍
之
介
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
四
年
　
巻
末
年
表

　
「
白
」
で
は
自
殺
を
決
意
し
た
白
が
お
月
様
に
臓
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
清
ら

か
な
姿
を
取
り
戻
し
、
お
嬢
さ
ん
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
芥
川
自
身

の
境
遇
と
重
ね
て
考
察
し
、
「
白
」
が
芥
川
自
身
の
適
わ
な
い
夢
の
発
露
で
あ
る
と

い
う
可
能
性
を
述
べ
た
。

　
こ
の
二
者
を
「
杜
子
春
」
と
並
べ
て
考
え
る
時
、
ひ
と
つ
の
は
っ
き
り
と
し
た

流
れ
が
生
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
回
心
し
な
い
主
人
公
・
救
わ
な
い
親
と
し
て
の

お
釈
迦
様
（
「
蜘
蛛
の
糸
」
）
」
↓
「
不
完
全
な
回
心
の
叫
び
・
全
て
を
許
す
母
親
（
「
杜

子
春
」
ご
↓
「
は
っ
き
り
と
し
た
臓
悔
・
回
心
し
た
主
人
公
を
受
け
入
れ
る
母
親

的
存
在
」
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
「
杜
子
心
」
に
お
い
て
、
悔
い
改
め
と
救
済
の
テ

ー
マ
は
ま
だ
不
完
全
で
あ
る
。
し
か
し
「
蜘
蛛
の
糸
」
か
ら
「
白
」
へ
の
児
童
文

学
作
品
の
流
れ
と
し
て
考
え
る
と
、
芥
川
が
次
第
に
「
悔
い
改
め
と
許
し
」
と
「
母

親
」
と
の
関
係
を
は
っ
き
り
と
意
識
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ

る
。終

章
　
小
論
で
は
、
芥
川
龍
之
介
「
杜
翌
春
」
の
特
徴
を
際
立
た
せ
る
た
め
、
ま
ず
芥

川
が
参
照
し
た
可
能
性
が
最
も
高
い
提
琴
言
「
杜
子
春
伝
」
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

「
杜
子
春
伝
」
に
お
け
る
感
情
の
解
釈
は
、
『
老
子
』
『
荘
子
』
か
ら
外
れ
た
と
こ

ろ
は
無
か
っ
た
の
に
対
し
、
「
杜
子
春
」
で
は
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
不
確
か
な
も
の

へ
の
愛
を
肯
定
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
芥
川
の
思
想
が
色
濃
く
見
ら
れ
た
。

　
そ
の
芥
川
の
思
想
を
キ
リ
ス
ト
教
に
求
め
た
と
き
、
新
約
聖
書
中
の
「
「
放
蕩
息

子
」
の
た
と
え
」
と
比
較
す
る
こ
と
で
「
悔
い
改
め
と
救
済
」
「
母
親
」
と
い
う
二

つ
の
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
「
杜
三
春
」
を
「
蜘
蛛

の
糸
」
か
ら
「
白
」
へ
と
続
く
児
童
文
学
の
流
れ
の
中
に
置
く
と
き
に
よ
り
鮮
明

に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
芥
川
が
永
遠
に
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
母
親
に
よ
る
救

い
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
よ
り
明
確
に
示
す
た
め
に
は
、
芥
川
の
児
童
文
学
作
品
、
さ
ら
に

は
全
て
の
作
品
に
つ
い
て
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
検
討

課
題
で
あ
る
。
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